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cheeked mangatxy (2頭), black･white ∞lobus
morkey(2igi),A出払ngreen monkey(3承),De
Braz2a-s monkey (2頭), geladA babwn(1頭),
hmadr叩Sbatxx)n(l頭)から末梢血を採取し,DNA
を抽出した.Am pliT叩cfm -DQ(ユkitによるPCR
増幅及びタイピングはプロトコールに従って行っ
たが,hybridiZntiorl及び洗浄の氾皮は55から50oCに
下げて行った.
蕃研究で用いた条件では,すべてのDNA試料で
増幅することができ,塩韮配列特興的プローブの
反応に強弱はみられるものの,いずれの試料も型
判定が可能であった.yelcwbatxxlnの1個体(1.3,4
型)及びblack-wI山e0lcbtBmOnkeyの1個体(1.1,1.3
壁)を除く全ての個体で,1.2型のアリルがヘテロ
あるいはホモ接合体として枕解された.また,4型
が検出されたものは,yellcw batm n(1.3,4型),
DeBraznIsmohkey(1.2,4型),hamadryasbatxx)n
(1.2,4型)の計3個体であった.他はいずれも1型の
サブタイプのアリルで,2型及び3型のアリルは全
く検出されなかった.
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